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蓮
子　

え
い
別
府
温
泉
セ
ン

タ
ー
に
足
湯
の
設
置
を
多
く

の
人
が
希
望
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
市
民
の
健
康
増
進
や

観
光
の
面
か
ら
も
設
置
の
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

え
い
別
府
温
泉
セ
ン

タ
ー
は
、
約
７
割
の
利
用
者

南九州議会だより　第19号　一般質問

理
由
は
。
ま
た
、
仕
様
を
厳

し
く
す
る
と
対
象
車
両
が
限

定
さ
れ
競
争
の
原
理
が
働
か

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
、
運
転
は
誰
が
す
る

の
か
。

市
長　

仕
様
書
等
の
資
料
を

作
成
し
、
入
札
契
約
運
営
委

員
会
で
入
札
方
法
や
業
者
選

定
を
決
定
し
、
最
低
落
札
者

と
契
約
す
る
。

今
回
の
公
用
車
は
、
来
賓
送

迎
や
視
察
研
修
等
で
利
用
す

る
た
め
、
室
内
が
よ
り
高

く
、
車
内
空
間
の
広
い
車
を

選
定
し
た
。
車
両
は
限
定
さ

が
固
定
客
で
あ
り
、
市
民
の

健
康
増
進
と
福
祉
の
向
上
に

大
い
に
寄
与
し
て
い
る
。
近

く
に
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
釜
蓋
神
社
が
あ
り
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

景
勝
地
番
所
鼻
公
園
等
、
観

光
資
源
と
し
て
有
望
な
素
材

が
あ
り
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
は

中
間
点
と
し
て
活
用
も
で
き

る
の
で
、
総
合
的
に
検
討
し

判
断
し
た
い
。

頴
娃
地
域
の
中
学
校
統

合
は

市
長
／
民
意
が
確
認
出
来

れ
ば
取
り
組
む

蓮
子　

頴
娃
地
域
内
の
３
中

学
校
を
統
合
し
て
、
生
徒
の

教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

本
市
に
お
い
て
も
少

子
化
の
進
行
は
依
然
と
し
て

続
い
て
い
る
。
遠
か
ら
ず
統

合
、
再
編
は
避
け
て
通
れ
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
頴
娃

地
域
の
民
意
を
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

教
育
長　

学
校
の
在
り
方
検

討
委
員
会
の
検
討
結
果
を
受

け
て
、
民
意
を
尊
重
し
た
検

討
協
議
を
す
る
組
織
を
設
立

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

別
府
温
泉
セ
ン
タ
ー
に

設
置
を

市
長
／
総
合
的
に
検
討
判
断
す
る

足湯施設

予
算
節
約
を

市
長
／
今
後
は
考
え
る

公用車購入

蓮子　幹夫  議員

竹
迫　

今
回
購
入
す
る
７
人

乗
り
公
用
車
仕
様
書
の
室
内

高
を
１
４
０
㎝
以
上
と
し
た 竹迫　　毅  議員

えい別府温泉センター
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深
町　

全
国
で
登
下
校
中
の

子
ど
も
た
ち
の
列
に
自
動
車

が
突
っ
込
む
と
い
う
悲
惨
な

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

通
学
路
の
安
全
確
保
に
さ
ら

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
具
体
的
な
対
策
を
問

う
。

市
長　

教
育
委
員
会
が
調
整

に
当
た
り
な
が
ら
、
学
校
、

保
護
者
、
道
路
管
理
者
及
び

警
察
署
な
ど
に
よ
る
合
同
点

検
を
実
施
す
る
。

教
育
長　

交
通
安
全
に
焦
点

を
当
て
た
マ
ッ
プ
の
作
成
を

検
討
す
る
。

自
主
防
災
組
織
活
動
の

啓
発
対
策
は

市
長
／
啓
発
用
の
チ
ラ
シ

な
ど
を
作
成
す
る

深
町　

自
主
防
災
組
織
の
組

織
率
は
１
０
０
％
と
な
っ
て

い
る
が
、
防
災
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
い
な
い
組
織
も
あ

る
と
考
え
る
。
組
織
の
機
能

が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
る
考
え

か
。

市
長　

啓
発
用
の
チ
ラ
シ
な

ど
も
作
成
し
、
自
治
会
行
事

や
会
合
な
ど
の
際
に
、
消
防

分
遣
所
職
員
や
消
防
団
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
消
火
訓

練
や
防
災
訓
練
な
ど
を
行

う
。

　

先
進
的
に
活
動
を
行
っ
て

い
る
自
主
防
災
組
織
と
の
地

域
格
差
の
減
少
に
努
め
る
。

れ
た
が
競
争
性
は
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
運
転
は
職
員

が
す
る
。

竹
迫　

両
側
パ
ワ
ー
ス
ラ
イ

ド
ド
ア
で
あ
る
が
、
職
員
が

運
転
す
る
の
で
あ
れ
ば
運
転

席
側
は
手
動
に
す
る
と
20
万

円
く
ら
い
安
く
な
る
こ
と
か

ら
、
手
動
で
よ
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
こ
の
点
を
反
省

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

今
後
は
考
え
る
が
、

予
算
内
で
一
番
機
能
の
充
実

し
た
車
を
買
っ
て
何
が
悪
い

の
で
す
か
。

竹
迫　

開
き
直
り
だ
。
職
員

は
殿
様
運
転
手
だ
。
市
民
も

納
得
で
き
な
い
と
思
う
。

副
市
長　

車
の
購
入
に
あ
た

り
決
裁
し
た
が
、
ス
ラ
イ
ド

ド
ア
の
件
に
つ
い
て
は
認
識

が
薄
か
っ
た
。
今
後
予
算
の

執
行
に
当
た
っ
て
は
十
分
注

意
し
た
い
。

９人が
登壇

深町　幸子  議員

通
学
路

安全対策は

市長／合同点検を実施する

購入された公用車

仲良く下校する児童
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菊
永　

通
学
途
中
の
児
童
生

徒
が
巻
き
込
ま
れ
る
悲
惨
な

交
通
事
故
が
全
国
で
多
発
し

て
い
る
が
、
事
故
防
止
に
向

け
た
通
学
路
の
安
全
対
策

は
、
十
分
と
考
え
る
か
。

市
長　

各
学
校
に
お
い
て
、

定
期
的
に
安
全
点
検
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
安
全
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
要
注
意
箇
所

に
つ
い
て
周
知
徹
底
が
さ
れ

て
い
る
。
関
係
機
関
と
連
携

し
た
一
層
の
安
全
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

教
育
長　

十
分
整
備
さ
れ
て

い
な
い
所
も
あ
り
各
学
校
の

通
学
路
点
検
を
詳
細
に
行

い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
安

全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

東　

本
市
は
、
３
地
域
に
20

の
条
例
公
民
館
を
設
置
し
、

各
館
で
運
営
し
て
い
る
が
、

地
域
ご
と
に
役
割
や
活
動
内

容
及
び
館
長
等
の
報
酬
に
差

違
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
理
由

を
示
せ
。

教
育
長　

各
地
域
の
実
情
な

菊
永　

歩
道
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
危
険
個
所
が
み
ら
れ

る
が
、
今
後
の
整
備
計
画
を

示
せ
。

ど
で
若
干
の
違
い
が
あ
る
。

現
在
は
、
合
併
前
の
在
り
方

や
地
域
性
を
受
け
継
い
だ
事

業
内
容
を
重
視
し
て
い
る
。

今
後
、
現
状
と
課
題
な
ど
模

索
し
、
在
り
方
検
討
委
員
会

で
協
議
検
討
し
た
い
。
公
民

館
長
報
酬
に
つ
い
て
は
、
頴

娃
地
域
は
、
月
額
11
万
１
０

０
円
で
、
知
覧
地
域
と
川
辺

地
域
は
、
年
額
34
万
円
の
定

額
に
校
区
の
戸
数
割
に
よ
る

額
を
上
乗
せ
し
た
額
で
、
月

額
３
万
円
か
ら
５
万
４
５
８

０
円
で
あ
る
。
書
記
に
つ
い

て
は
、
週
４
日
勤
務
の
、
日

市
長　

市
内
全
域
に
相
当
数

あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
学
校

ご
と
に
、
道
路
管
理
者
や
警

察
署
な
ど
と
連
携
し
実
施
さ

れ
る
合
同
点
検
の
結
果
を
踏

ま
え
、
緊
急
性
に
配
慮
し
な

が
ら
整
備
に
取
り
組
む
。
国

や
県
の
協
力
が
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
要

望
を
進
め
て
い
く
。

額
５
３
０
０
円
で
、
月
額
８

万
４
８
０
０
円
。
こ
れ
に
、

頴
娃
地
域
は
、
１
万
２
０
０

０
円
上
乗
せ
し
、
月
額
９
万

６
８
０
０
円
で
あ
る
。

　

頴
娃
地
域
に
お
い
て
は
、

自
治
会
及
び
地
域
の
全
て
の

自
治
活
動
の
取
り
ま
と
め
を

す
る
な
ど
の
業
務
が
あ
る
た

め
、
報
酬
額
が
高
く
な
っ
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
通
学
の
安
全
対
策

・
学
校
の
管
理

安
全
対
策
は
十
分
か

市
長
／�
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組

む

通学路

条
例
公
民
館

事業内容と報酬に差異
がある理由は
教育長／あり方検討委員会で協議・
　　　　検討したい

菊永　忠行  議員

東　　兼喜  議員

路側帯の狭い横断歩道

霜出校区公民館
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加
治
佐　

指
定
管
理
し
て
い

る
施
設
の
内
、
老
朽
化
し
て

い
る
施
設
の
整
備
を
ど
の
よ

う
に
す
す
め
る
考
え
か
。

市
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

お
け
る
利
用
者
の
安
全
性
や

緊
急
性
を
考
慮
し
、
市
が
行

う
べ
き
施
設
整
備
は
、
優
先

順
位
を
設
け
な
が
ら
実
施
し

て
い
く
。

蔵
元　

高
齢
者
世
帯
を
見
守

る
た
め
の
各
種
事
業
の
取
り

組
み
状
況
と
実
績
は
。ま
た
、

事
業
実
施
に
当
た
り
、
自
治

会
、
民
生
委
員
、
事
業
者
、

消
防
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と

の
協
力
体
制
は
図
ら
れ
て
い

る
か
。

市
長　

見
守
り
事
業
に
つ
い

て
は
、
５
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事
業
は
３
３
３
人
で
延

べ
３
万
２
０
０
６
回
の
訪
問

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
は
23
年
度
で

29
人
に
給
付
、
高
齢
者
訪
問

給
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
延
べ
３

５
６
６
人
に
配
食
し
て
い

る
。
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

加
治
佐　

特
に
、
老
朽
化
が

著
し
い
頴
娃
農
村
近
代
化
セ

ン
タ
ー
に
対
す
る
方
向
性
を

示
せ
。

市
長　

頴
娃
農
村
近
代
化
セ

ン
タ
ー
は
、
昭
和
47
年
度
に

青
少
年
、
女
性
、
農
業
経
営

者
等
の
農
業
経
営
技
術
の
向

上
、
農
業
技
術
者
研
修
、
そ

の
他
の
会
議
や
集
会
等
の
用

に
供
す
る
た
め
旧
頴
娃
町
が

設
置
し
た
も
の
で
、
開
設
当

初
か
ら
、
え
い
農
協
（
現
い

ぶ
す
き
農
協
）
に
無
償
で
管

ワ
ー
ク
事
業
は
、
警
察
署
、

消
防
署
、
自
治
会
、
各
事
業

所
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
支

理
委
託
さ
れ
、
平
成
18
年
８

月
か
ら
い
ぶ
す
き
農
協
が
指

定
管
理
を
行
い
、
基
本
協
定

書
で
修
繕
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
農
協
が
負

担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
後
は
、
い
ぶ
す
き
農
協

へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
移
住
定
住
促
進
対
策

援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

災
害
時
要
支
援
プ
ラ
ン
は
、

６
５
９
人
が
登
録
し
、
災
害

時
に
備
え
て
い
る
。
今
後
、

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
体
制
の
構
築

を
図
っ
て
い
く
。

見
守
り
事
業
の
状
況
は

市
長
／�

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
体
制
の
構
築
を
図
る

高齢者福祉

指
定
管
理

老朽化している施設
整備の考えは
市長／�優先順位を設けて整備する

加治佐民生  議員

蔵元　慎一  議員

老朽化が著しい近代化センター

●装置

親　機 手元緊急ボタン ペンダント型送信機

設置者 分遣所

協力員 設置者宅

設置者宅

対応終了

病　院確
認
依
頼

ボタンを押す

病状聞き取り

救急車出動

状況確認

協
力
員

　

状
況
報
告

誤　報

緊　急 救急搬送

※発信ガイダンスで設置者確認

●緊急通報装置の流れ
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伊
瀬
知　

南
薩
地
域
に
お
け

る
高
校
再
編
の
動
き
を
把
握

し
て
い
る
か
。
高
校
再
編
関

係
市
町
村
長
か
ご
し
ま
県
連

絡
協
議
会
に
お
け
る
問
題
点

西　

農
畜
産
物
及
び
特
産
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
力
を
注
い

で
い
る
と
思
う
が
、
本
市
の

取
り
組
み
を
問
う
。

市
長　

南
の
食
料
供
給
基
地

と
し
て
、
消
費
者
及
び
市
場

か
ら
信
頼
さ
れ
る
産
地
づ
く

り
を
目
指
し
、
高
品
質
の
も

の
を
量
を
ま
と
め
て
、
安
定

や
解
決
策
は
。
市
内
３
高
校

は
定
員
割
れ
が
生
じ
て
い
る

が
、
高
校
存
続
を
市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

教
育
長　

南
薩
地
域
に
お
け

る
高
校
再
編
の
動
き
は
現
在

の
と
こ
ろ
な
い
。
高
校
再
編

に
廃
止
基
準
の
撤
回
を
求
め

て
要
請
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
県
連
絡
会
で
は
、
①
就

学
困
難
な
生
徒
の
増
加
②
保

的
に
出
荷
で
き
る
産
地
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

　

畜
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は

「
鹿
児
島
黒
牛
」「
か
ご
し
ま

黒
豚
」白
豚
に
つ
い
て
は「
茶

美
豚
」
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
「
さ

つ
ま
若
し
ゃ
も
」
地
鶏
は

「
さ
つ
ま
地
鶏
」「
黒
さ
つ
ま
」

を
中
心
に
規
約
規
制
の
な
か

で
、全
国
展
開
さ
れ
て
い
る
。

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、

川
辺
仏
壇
が
国
の
伝
統
的
工

芸
品
指
定
を
受
け
て
お
り
、

工
芸
品
創
作
技
術
コ
ン
ク
ー

護
者
の
過
大
な
経
費
負
担
③

高
校
廃
校
に
よ
る
地
域
の
疲

弊
・
衰
退
④
知
事
公
約
の
地

元
と
の
再
編
協
議
の
有
名
無

実
化
⑤
地
域
住
民
の
県
教
委

へ
の
不
信
の
増
幅
⑥
再
編
整

備
基
準
の
不
備
か
ら
く
る
地

域
間
の
不
公
平
等
を
課
題
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、
本
年
度
か
ら

市
内
３
高
校
と
５
中
学
校
の

校
長
、
教
頭
、
教
務
主
任
、

進
路
指
導
主
任
等
で
構
成
す

る
「
南
九
州
市
進
路
指
導
連

絡
協
議
会
」
を
設
立
し
、
地

元
県
立
高
校
へ
進
学
す
る
た

め
の
方
策
等
に
つ
い
て
協
議

を
始
め
た
。

ル
を
開
催
し
て
い
る
。
他
の

工
芸
品
や
加
工
食
品
も
、
商

工
会
を
中
心
に
各
店
舗
で
の

取
り
組
み
実
績
が
評
価
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
市
と
し
て
も
物

産
展
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
。

西　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の

た
め
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会

を
設
立
す
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

存
続
へ
の
取
り
組
み
は

教
育
長
／�

進
路
指
導
連
絡
協
議
会
で

協
議
す
る

高校再編

農
畜
産
物
・
特
産
品

ブランド化の取り組みは

市長／�物産展やイベント等にサポート
したい

伊瀬知正人  議員

西　　次雄  議員

頴娃高校

薩南工業高校

川辺高校

ブランド化に取り組むかわなべ牛




